
酒
市
民
と
と
も
に
活
動
し
ま
す

　

可
児
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
は
、
単
に
お
酒
造
り

を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同

す
る
会
員
を
募
り
、
現
在
市
民
ら
約
50
人
が

登
録
。
久
々
利
や
羽
崎
の
耕
作
放
棄
地
で

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
を
一
緒
に
行
い
（
①

②
）、
可
児
米
と
し
て
推
奨
さ
れ
る
「
あ
さ

ひ
の
夢
」
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
お
米
は
林
酒
造
（
③
）
へ
持
ち

込
ま
れ
、
お
酒
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
酒
は

お
米
を
発
酵
さ
せ
、
お
粥
の
よ
う
な
状
態
の

も
の
（
も
ろ
み
）
を
、
布
の
袋
に
入
れ
搾
る

こ
と
で
造
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
お
酒
へ
と

な
っ
て
い
く
工
程
（
④
）
も
学
び
ま
し
た
。

思
い
が
詰
ま
っ
た「
羽
崎
」

　

造
ら
れ
た
お
酒
は
、
江
戸
時
代
に
土
田
で

創
業
し
た
石
塚
硝
子
㈱
（
岩
倉
市
）
の
瓶
に

詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。酒
蔵
の
あ
る
地
名
と
、

「
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
も
込

め
て
「
羽
崎
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
可
児  

米マ

・居イ

・酒ス

・田タ
ー

」の
結
成

　
「
可
児
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
酒
を
楽
し
み
た

い
」
そ
ん
な
何
気
な
い
一
言
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

　

こ
の
市
民
の
声
を
元
に
、
可
児
で
と
れ
る

お
米
で
お
酒
を
造
る
と
い
う
動
き
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
米
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
古
く
か
ら
の
酒
蔵
が
市
内
に
も
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
地
元
の
食
材
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
重
な
り
、
市
内
の
耕
作
放
棄
地

で
米
作
り
を
行
う
「
有
限
会
社
楽ら

く

農の
う

楽ら
く

人び
と

」、

市
内
唯
一
の
酒
蔵
「
林
酒
造
株
式
会
社
」、

酒
類
小
売
業
の
「
は
っ
と
り
酒
店
」、
飲
食

店
「
旬
彩
酒
家　

結ゆ
い

庵あ
ん

」
の
４
事
業
者
が
手

を
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
米
・
居
・
酒
・
田
」

に
由
来
し
、「
可
児
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
事
業
者
が
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、
酒
造
り
を
通
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
合
先　

経
済
政
策
課

酒造りを学ぶ様子

地
産
地
消
の
取
り
組
み

Ａオ

ー

ル

Ｌ
Ｌ
可
児
の
酒
造
り

服
はっ

部
とり

 誠
さと

志
し

 さん
はっとり酒店（土田）店主。同店は1933年に開業し、
多様な酒を扱い地元住民に愛されるお店。

④ ①③

②

地域活動を盛り上げていきたい
　生まれ育った可児は、歴史があり地域のつながりが

強いまちだと思います。そんな可児で造られ、地元を

紹介できるお酒ができてうれしく思います。市民の皆さ

んにも、可児を訪れた人にも楽しんでもらいたいです。

　このお酒は娘のような存在です。これから大事にし

ていきたいし、たくさんの人に知ってもらいたい。そし

ておいしく飲んで喜んでもらえるとうれしいですね。

　このお酒造りは、地域活動の一環として取り組んでき

ましたが、こうした活動は地域が盛り上がることにつな

がると思います。今後市内にある観光資源や地域行事

などの点がつながっていき、それらが強い結び付きの

ある線になり、やがて面になることで、可児の魅力を

多くの人に感じてもらえるといいですね。

新酒「羽崎」
純米酒
１.８Ｌ　２,７００円
７２０ｍＬ　1，350円
（税込）
※純米しぼりたて無ろ過生原酒は完売しました。

販売場所　はっとり酒店、林酒造
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米 田居
酒
蔵
見
学
会
を
開
催
＆
会
員
募
集

酒
蔵
見
学
会

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、「
羽
崎
」
の

完
成
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
酒

蔵
を
見
学
し
た
後
に
、
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、「
羽
崎
」
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時
～

場
所　

林
酒
造
（
羽
崎
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
飲
み
物
代
は
別
途

必
要
）

問
合
先　

は
っ
と
り
酒
店
☎
㉕
２
５
９
０

会
員
募
集

　

来
年
度
も
Ａ
Ｌ
Ｌ
可
児
の
酒
造
り
に
参
加

す
る
会
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

は
っ
と
り
酒
店
☎
㉕
２
５
９
０

　
　
　
　

㈲
楽
農
楽
人
☎
㉕
２
２
５
９

　
　
　
　

林
酒
造
㈱
☎
�
０
０
２
３

　
　
　
　

旬
彩
酒
家　

結
庵
☎
�
１
０
８
７

会
員
の
声

　

こ
の
企
画
を
知
っ
た
と
き
は
面
白
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
実
際
に
米
作
り
や
酒
造
り
に

携
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
愛
着
が
わ
き
、
よ
り

一
層
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
で
、
地
域
が
よ
り
元
気
に
な

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
ぜ
ひ
ま
た

参
加
し
た
い
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
補
助
金

　

可
児
の
自
然
・
歴
史
・
農
産
物
な
ど
を
活

用
し
た
特
産
品
や
お
土
産
品
の
開
発
・
改

良
・
販
売
促
進
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
事
業

者
へ
、
市
は
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
経
済
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

稲刈りに参加した皆さん

小
こ

林
ばやし

 司
し

朗
ろう

 さん
有限会社楽農楽人（土田）代表。同社は2008年に
設立され、古代米など付加価値のある米作りを行う。

林
はやし

 伊
い ひ ょ う え

兵衛 さん
林酒造株式会社（羽崎）杜氏。同酒蔵は1874年に
創業し、時代に合わせた酒を造る。

地産地消の取り組み

A
オ ー ル

LL可児の酒造り

美濃焼のぐいのみと一緒に

　古くからの歴史がある美濃焼。市内でも陶芸家が個

性ある作品を制作しています。使うぐいのみによって、

お酒の味も変わるといわれます。お気に入りのぐいの

みを見つけて、味わってみてはいかがでしょうか。

販売場所

はっとり酒店（土田）

他

グラスと一緒に

　可児はガラスと深い歴史があります。可児の豊かな

自然を表現するグラス「木曽川のきらめき」。表面の凹

凸に光が反射し、きれいな影とともにお酒を楽しむこ

とができます。手作りの吹きガラスのグラスに氷を浮

かべて、楽しんでみてはいかがでしょうか。

製造・販売場所

有限会社可児ガラ

ス工房（塩河、わ

くわく体験館内）

可児市の名産品と
楽しみませんか

農業に親しんでもらいたい
　市内の耕作放棄地で、減農薬の米作りを行ってい

ます。農地保護を一番の目的に取り組んでいますが、

親子での米作り体験などを通して、多くの人に農業

に親しんでもらいたいです。

　今回の酒造りに当たって、地元で栽培したお米を

地元の林酒造へ持ち込みました。生産者の顔が見え

ること、生産の現地へ行けることが地産地消の良さ

だと思います。地産地消が広がり、この「羽崎」が

人間国宝の陶芸家・荒川豊蔵が好んだ言葉「随縁」

のように、人や物、取り組みがつながっていくこと

を期待します。縁が広がり、可児市っていいところ

だなと感じる人が増えるといいですね。

市内唯一の酒蔵を知ってもらいたい
　可児でとれる米と水にこだわって酒造りをしてき

ました。おいしいお酒は寒い地域で造られるイメージ

があるかもしれませんが、実は寒すぎると酒造りには

あまり適しません。羽崎地区は酒造りにはちょうどい

い気温なので、おいしいお酒を造ることができます。

　この酒造りは使用する米の田んぼを限定したこと

で、流通ルートが明確になり、100％可児産の米で

お酒を造ることができました。市外に出た人が地元

へ帰ってきたときに、また遠方に出掛けるときの手

土産などに使ってもらえるようになるとうれしいで

すね。このお酒を通して、市内にも古い歴史がある

酒蔵があることを知ってもらい、地域がどんどん活

性化してほしいです。

古
こ

賀
が

 貴
たか

士
し

 さん
旬彩酒家　結庵（広見）店主。2012年に開業し、
旬の食材にこだわった料理を提供する。

地元の食材を楽しんでもらいたい
　地元でお店をやりたいと思い始めました。いろ

んな人がつながっていく場所になってほしいとい

う願いを込めて、「結庵」という店名にしています。

　地元のイベントがきっかけでつながりを持った

人たちに声を掛け、この酒造りを始めました。

　「羽崎」は、里芋など地元の食材を使った料理

と一緒に楽しんでもらえるお酒になっています。

例えば里芋の揚げ出しやおでんなど、料理に合わ

せてお酒の温度を調整しながら飲んでもらうのが

おすすめです（表紙写真）。そして、このお酒を使っ

て、お酒が飲めない人でも楽しめるお菓子なども

考えています。

「羽崎」では、ブランド推進事業
補助金をラベルのデザインづ
くりに活用しました。
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